
東京一極集中是正のための中枢・中核都市の機能強化の「支援施策の方向」（概要版）

A.ビジネス環境分野

B. 高度人材の育成、確保

C.広報分野 ～東京優位のマインドリセット～
１）大都市と地方部での大災害時の被害額規模の比較を行うなど国土強靭化の取組と

連携を進め、東京の災害はその規模が大きいことを説明する。
２）東京一極集中による外部不経済の見える化、ワークライフバランス、人生収支、

起業における有利さ等、インフルエンサー等を活用して地方の魅力についてＰＲ
３）「ふるさと応援企業コンソーシアム」

１）外国人留学修了者の専門人材としての積極活用
２）「大学生による起業」の支援の促進（「起業の促進」、「人材の発掘と採用」）
３）インターナショナルスクール等外国企業誘致に資する子女教育環境の整備
４）高度人材の移住支援
５）地方公共団体への人材面等からの支援

１）「中枢・中核都市」の選定手続と現地支援体制（国のハンズオン支援）
２）投資促進策（融資、税制特例等）の実施
３）中枢・中核都市圏・「イノベーションイニシアティブ（仮称）」の推進

（「地域中核企業等への支援」の拡充）
４）中枢・中核都市の地方経済圏・商圏の拡大、インバウンドの促進等のゲートウェイ機能

の強化に資する交通インフラや居住環境の向上、都市防災リスク低減等に資する戦略的
インフラの整備促進

５）「未来の発展基盤」としての中核的中心市街地の創造
６）中枢・中核都市に対する情報インフラの重点整備
７）中枢・中核都市における「近未来技術関連都市再生プロジェクト」の組成、推進
８）SDGsの考え方を踏まえた持続可能な中枢中核都市の創造、国際ネットワークの形成
９）法人設立手続きのオンライン・ワンストップ化の実現

東京一極集中是正のためには、各地方のエンジンともいえる中枢・中核都市の活性化が極めて重要

２．支援策のメニュー

１．支援パッケージの運営の基本

（４）関係者のマインドリセッ
トとEBPMの推進

（３）国と地方の施策の連動
による「相乗効果」の発揮

（２）各省庁による支援の
「統合性と戦略性」の確保

（１）「支援対象都市」の選定

・地方経済の活性化
・地方における所得の向上

東京一極集中是正

○中枢・中核都市が世界と直結し、海外からの投資先や地域の中核企業等の海外進出の拠点等として機能
○AI、IoT等、Society5.0の革新的技術を実装する世界最先端の都市再生
○現場においても徹底的に省庁の縦割りを排し、政府が総力をあげて支援と再生に取り組む

「都市再生に取り組む基本的考え方（平成30年4月26日 都市再生本部決定）」
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